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一
般
会
計
は
、
海
上
輸
送
費
支
援
補
助
、
漁
業
振
興
施
設
整

備
事
業
補
助
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
事
業
な
ど
、
3
4
3
1
万
8
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
追
加
し
た
主
な
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に
3
4
3
1
万
8
千
円
を
追
加

　第1回定例会6月会議は、6月13日に開催されました。
　専決処分の承認を求めること、補正予算、条例の改正などが提案され、
慎重な審議の結果、いずれも原案どおり承認、可決しました。

一般会計の補正予算を可決

【一般会計】
　道道拡幅に伴う支障物件移設工事請負費・・・・・・67万1千円
　自治会館等整備事業補助（大磯・石崎）・・・・・・66万1千円
　医療技術者修学資金貸付金・・・・・・・・・・・・72万円
　海上輸送費支援補助・・・・・・・・・・・・・・・1600万円
　漁業振興施設整備事業補助（ホタテ養殖施設）・・・876万7千円
　利尻山登山道維持管理連絡協議会負担金・・・・・・50万円
　ＡＬＴ配置に要する経費・・・・・・・・・・・・・361万5千円

第1回定例会6月会議第1回定例会6月会議

補
正
予
算

補正予算で追加した主な事業

【一般会計】
　離島航空路運賃割引補助・・・・・・・・・・・・・148万5千円
　町道除雪業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・420万円

【下水道事業特別会計】
　鴛泊市街地拡幅工事に伴う管渠移設工事請負費・・・46万円

3月29日に町長が専決処分した
平成24年度補正予算の主なもの

ら
に
つ
い
て
全
部
引
き
下
げ
る
改
正

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
承
認

▽
平
成
24
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
5
7
0
1
万
4
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
46
億
3
2
2
2
万
9
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
承
認

▽
平
成
24
年
度
利
尻
富
士
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
3
万
2
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
2
億

3
8
2
2
万
1
千
円
と
す
る
。

Q 

藤
井
議
員　

緊
急
を
要
す
る
た

め
専
決
処
分
し
た
と
思
う
が
、
緊
急

を
要
す
る
部
分
は
事
項
別
明
細
書
の

ど
の
項
目
か
。

A 

町
長　

緊
急
を
要
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
市
街
地
道
道
拡
幅
管
渠
移

設
工
事
に
関
し
46
万
円
歳
出
予
算
が

不
足
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Q 

再
質
疑　

こ
の
工
事
は
新
た
に

発
生
し
た
工
事
な
の
か
施
工
中
の
工

事
に
追
加
補
正
す
る
も
の
な
の
か
。

A 

産
業
建
設
課
長　

3
月
の
補
正

第
1
号
で
計
上
し
た
工
事
費
の
予
算

額
が
不
足
し
た
関
係
で
今
回
追
加
補

正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
承
認

質　

疑

▽
利
尻
富
士
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

〔
改
正
内
容
〕

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
町
民
税
に
係
る
消
費

税
率
引
上
げ
影
響
に
伴
う
、
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
延
長
・
拡
充
等
の
一
部

改
正
。

Q 

俵
谷
議
員　

附
則
の
関
係
で
、

延
滞
金
の
割
合
等
の
特
例
と
は
、
こ

の
賦
課
徴
収
税
の
全
て
に
係
る
こ
と

だ
と
思
う
が
、
延
滞
金
の
割
合
14
．

6
％
及
び
7
．
3
％
割
合
の
解
釈
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

A 

総
務
課
長　

こ
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
国
税
の
見
直
し
に
伴
い
地
方

税
に
係
る
延
滞
金
の
利
率
も
引
き
下

げ
る
改
正
で
あ
り
ま
す
。
14
．
6
％

の
割
合
の
延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
特

例
基
準
割
合
に
7
．
3
を
加
算
し
た

割
合
と
な
り
、
7
．
3
％
の
割
合
の

延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
特
例
基
準
割

合
に
1
％
を
加
算
し
た
割
合
に
引
き

下
げ
る
と
い
う
改
正
で
あ
り
ま
す
。

Q 

再
質
疑　

こ
の
14
．
6
％
と
い

う
の
は
、
賦
課
徴
収
条
例
全
般
に
係

る
税
額
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

A 

総
務
課
長　

条
文
に
は
住
民
税

で
あ
っ
た
り
、
法
人
税
、
固
定
資
産

税
や
色
々
な
税
目
に
延
滞
金
の
率
が

載
っ
て
い
ま
す
が
、
当
分
の
間
そ
れ

質　

疑

専
決
処
分
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Q 

俵
谷
議
員　

教
育
費
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

賃
金
等
に
つ
い
て
、
以
前
は
隣
町
と

共
同
で
先
生
を
頼
ん
で
い
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
が
、
我
が
町
単
独
で
こ

の
対
策
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

追
加
補
正
が
必
要
な
の
か
。
ま
た
、

英
語
授
業
の
概
略
を
説
明
願
い
た
い
。

A 

教
育
委
員
会
次
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
3
年
間
1
0
0
％
の
補
助
を
使
い

利
尻
町
と
共
同
で
1
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
24
年
度
は

補
助
が
切
れ
た
た
め
両
町
単
費
で
民

間
会
社
と
の
契
約
に
よ
り
1
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
引
き
続
き
契
約
を
結
び
学
校

に
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
文

科
省
等
が
推
進
し
て
い
る
外
国
語
指

導
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
に
よ

り
、
指
導
助
手
を
採
用
す
る
と
人
件

費
を
含
め
た
必
要
経
費
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
25
年
度
以

降
は
こ
の
事
業
を
利
用
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
採
用
す
る
こ
と
で
協
議
が
整
い
ま

し
た
。
本
年
4
月
か
ら
は
宗
谷
教
育

局
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
を
受
け
て
外
国
語

指
導
、
英
語
授
業
等
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
北
海
道
国
際
課
を
通
じ
て

外
国
語
青
年
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
希
望
し
て
い

た
折
、
こ
の
度
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ

カ
ゴ
の
男
性
の
採
用
が
内
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
青
年
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

利
尻
富
士
町
と
個
人
と
い
う
形
で
契

約
し
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
人
は
7
月
末
に
来
日
、
勤
務
場
所

は
基
本
的
に
教
育
委
員
会
事
務
局
に

席
を
置
き
、
各
学
校
の
英
語
授
業
、

譲
渡
を
受
け
る
相
手
方

　

札
幌
市
中
央
区
北
4
条
西
6
丁
目

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

寺
島
光
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
平
成
25
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
3
4
3
1
万
8
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
39
億
6
0
3
1
万
8
千
円
と
す
る
。

Q 

俵
谷
議
員　

農
林
水
産
業
費
の

輸
送
費
支
援
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う

な
物
の
輸
送
費
に
係
っ
て
の
追
加
か
。

ま
た
、
漁
業
振
興
施
設
整
備
事
業
補

助
金
の
具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

A 

産
業
建
設
課
長　

輸
送
費
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
を
2

4
0
0
万
円
と
想
定
し
、
国
・
町
、

そ
し
て
受
益
者
が
各
3
分
の
1
ず
つ

と
い
う
負
担
内
容
で
す
。
補
助
の
中

身
に
つ
い
て
は
、
魚
介
類
、
塩
蔵
乾

燥
物
、
水
と
い
う
こ
と
で
戦
略
3
品

と
い
う
位
置
づ
け
で
3
品
目
の
輸
送

費
を
聞
き
取
り
調
査
や
実
績
等
の
平

均
を
算
出
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

漁
業
振
興
施
設
整
備
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
漁
業
協
同
組
合
鬼
脇
支

所
で
所
有
し
て
い
る
ホ
タ
テ
養
殖
施

設
で
す
。
成
貝
用
の
養
殖
施
設
5
基

分
と
い
う
内
容
で
す
。

質　

疑

そ　

の　

他

財
産
の
取
得

よ
り
、
で
き
る
だ
け
持
続
し
て
町
民

負
担
を
軽
減
す
る
方
向
で
町
政
を
担

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A 

町
長　

方
向
性
は
そ
う
い
う
方

向
で
す
。
た
だ
、
国
保
加
入
者
は
1
，

0
0
8
人
で
町
内
人
口
の
3
分
の
1

で
す
。
3
分
の
2
の
方
々
は
社
保
や

共
済
等
に
加
入
し
て
お
り
、
福
祉
だ

か
ら
全
部
一
般
会
計
で
負
担
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ

け
ご
理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

〔
変
更
内
容
〕

　

団
体
の
加
入
に
よ
り
規
約
の
一
部

を
変
更
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
鴛
泊
・
鬼
脇
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

〔
変
更
内
容
〕

　

鴛
泊
、
鬼
脇
辺
地
で
実
施
す
る
事

業
の
追
加
に
よ
る
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
し
尿
処
理
収
集
車
の
取
得
に
つ
い

て取
得
金
額　

1
5
8
3
万
4
千
円

尻
富
士
町
は
全
国
で
3
7
2
番
目
、

全
道
で
は
74
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

俵
谷
議
員　

町
長
の
説
明
を
受

け
国
保
税
に
関
し
て
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
、
今
後
益
々
高
齢
化
が
進
み

高
齢
者
の
負
担
も
増
加
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
町
長
は
今
後
の
国
保
財

政
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A 

町
長　

中
々
難
し
い
質
疑
だ
と

思
い
ま
す
。
耐
え
ら
れ
る
だ
け
耐
え

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
。
町

の
最
高
責
任
者
と
し
て
町
の
経
済
を

考
え
な
い
で
、
費
用
が
か
か
る
か
ら

負
担
し
て
も
ら
お
う
と
は
考
え
た
く

な
い
。
今
回
の
改
正
案
で
、
見
込
み

で
は
8
．
3
％
上
げ
て
も
3
6
0
0

万
円
不
足
し
て
お
り
、
不
足
さ
せ
な

い
た
め
に
は
税
率
を
39
．
6
％
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
と

思
い
な
が
ら
、
た
だ
国
の
制
度
自
体

が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
る
中
で
、

町
内
の
医
療
費
自
体
は
安
定
期
に
入

っ
た
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
国
保
制

度
が
小
規
模
町
村
に
ど
う
い
う
配
慮

を
す
る
か
国
の
施
策
に
も
よ
り
ま
す

が
、
色
々
な
状
況
を
考
え
な
が
ら
税

率
を
39
．
6
％
に
し
な
い
よ
う
に
努

力
し
ま
す
し
、
色
々
な
方
策
を
皆
さ

ん
で
考
え
て
も
ら
い
な
が
ら
良
い
方

法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q 

再
質
疑　

40
％
に
近
い
高
齢
化

率
に
近
づ
い
て
お
り
、
福
利
厚
生
事

業
の
一
環
と
い
う
幅
広
い
考
え
方
に

▽
利
尻
富
士
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

　

特
定
世
帯
等
に
係
る
軽
減
特
例
措

置
の
延
長
等
。

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
係

る
、
所
得
割
額
、
均
等
割
額
、
世
帯

別
平
等
割
額
の
改
正
。
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
の
所
得
割
額
、
世

帯
別
平
等
割
額
の
改
正
。

　

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
の
所

得
割
額
、
均
等
割
額
の
改
正
。
国
民

健
康
保
険
税
の
減
額
金
額
の
変
更
。

Q 

黒
川
議
員　

町
長
の
提
案
理
由

の
説
明
を
聞
き
、
大
変
苦
労
さ
れ
た

数
字
と
理
解
す
る
。
社
会
保
障
と
い

う
の
は
あ
る
程
度
行
政
で
面
倒
を
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
が
、
金
額
も
含
め
今
の
実
態

の
中
で
我
が
町
は
こ
の
辺
で
抑
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
回
の
税
率

改
正
に
よ
り
国
保
被
保
険
者
1
人
当

た
り
の
年
間
保
険
料
が
全
道
的
に
ど

の
く
ら
い
の
位
置
に
あ
る
の
か
。

A 

福
祉
課
長
補
佐　

今
回
の
改
正

案
に
よ
る
順
位
は
ま
だ
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
先
日
、
新
聞
報
道
さ
れ
て

い
た
全
国
の
順
位
は
、
平
成
22
年
度

の
介
護
納
付
金
分
を
除
く
1
人
当
た

り
の
額
で
す
が
、
こ
の
時
点
で
の
利

質　

疑

条
例
改
正

補
正
予
算



4

◎
利
尻
空
港
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

利
尻
・
丘
珠
間
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）
は
、

3
月
は
往
復
1
3
3
0
人
で
搭
乗
68
．

4
％
。
4
月
は
往
復
1
3
2
8
人
で

搭
乗
率
63
．
6
％
。
5
月
は
往
復
1

7
2
4
人
で
搭
乗
率
74
．
8
％
。
平

成
24
年
度
の
搭
乗
実
績
は
1
万
3
2

2
4
人
で
搭
乗
率
54
．
6
％
と
な
り

ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
の
決
算
見
込
額
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
は
、
2
2
1
5
万
5
千

円
が
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

特
別
会
計
（
10
会
計
）
合
計
で
は
、

1
7
2
6
万
9
千
円
の
黒
字
と
な
る

見
込
み
で
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
そ
の
他
諸

々
の
行
事
の
際
に
委
員
会
か
ら
各
学

校
に
出
向
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

行 政 報 告行 政 報 告
　第１回定例会６月会議において、町長より「利尻

空港の利用状況について」ほか２件について行政報

告がありました。

　平成25年6月13日開催の第1回定例会6月第1回
会議において、広報・広聴常任委員会委員の選任
を行いました。

委員長　田村　　修　　委　員　伊藤　信勝
副委員長　米谷　　篤　　委　員　黒川　健一
委　員　前田　芳久

広報・広聴常任委員会委員を選任

第
1
回
定
例
会

　
　

6
月
第
1
回
会
議

【
6
月
25
日
】

と
し
た
場
合
、
本
町
は
98
．
7
％
で

国
よ
り
も
低
い
た
め
給
料
月
額
に
つ

い
て
は
減
額
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と

に
し
ま
し
た
。
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
国
の
方
か
ら
ま
だ
示
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Q 

再
質
疑　

緩
和
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
の

が
町
民
の
立
場
と
し
て
の
考
え
で
す
。

交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
国
の
思

惑
に
怯
え
て
い
る
の
が
自
治
体
の
実

態
だ
と
新
聞
報
道
を
見
て
判
断
す
る

が
、
地
方
自
治
体
は
職
員
が
主
体
に

な
っ
て
行
政
運
営
さ
れ
、
そ
の
職
員

の
気
持
ち
を
阻
害
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
、
地
方
の
衰
退
が
免
れ

な
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
も
う
1

度
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

A 

町
長　

都
道
府
県
や
大
き
な
市

の
給
与
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
人
事

委
員
会
を
設
け
て
、
国
が
何
と
示
そ

う
が
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
人
事

委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
都
道
府
県
や

市
が
決
め
て
行
く
や
り
方
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
町
は
、
給
与
の

削
減
等
に
つ
い
て
独
自
で
行
っ
て
し

ま
え
ば
、
こ
れ
か
ら
の
改
正
に
も
影

響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
国
と
合

わ
せ
な
が
ら
改
正
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
本
町
は
50

数
％
を
地
方
交
付
税
に
頼
っ
て
い
る

町
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
上
に
立
っ

て
、
私
も
町
長
と
し
て
職
員
の
上
に

が
下
回
っ
て
い
る
の
は
誠
に
忍
び
な

い
。
総
体
的
な
面
に
お
い
て
国
の
基

準
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
に
減
額
す

る
措
置
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
新
聞

報
道
を
見
る
と
22
％
の
自
治
体
が
削

減
に
同
調
し
な
い
と
あ
っ
た
が
、
職

員
の
年
間
俸
給
を
国
の
職
員
と
比
較

し
た
場
合
の
指
数
は
ど
う
な
の
か
。

万
が
一
削
減
し
な
か
っ
た
場
合
、
交

付
税
な
ど
財
政
に
与
え
る
影
響
は
ど

う
な
る
の
か
。

A 

総
務
課
長　

国
家
公
務
員
と
町

職
員
の
総
所
得
の
比
較
に
つ
い
て
は
、

正
確
な
数
字
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

年
齢
構
成
も
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
平

均
で
す
の
で
金
額
的
に
は
明
確
に
言

え
ま
せ
ん
が
、
国
の
方
が
平
均
で
は

多
少
上
回
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
関
係
は
、
一

般
行
政
職
の
職
員
の
給
料
月
額
に
よ

り
算
出
し
ま
す
が
、
国
を
1
0
0
％

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

　

平
成
25
年
12
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
額
は
、
そ
の

額
に
1
0
0
分
の
0
．
91
を
乗
じ
て

得
た
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額

と
す
る
。

Q 

俵
谷
議
員　

国
の
削
減
に
倣
っ

て
減
額
措
置
を
す
る
の
は
理
解
で
き

る
が
、
厳
し
い
子
育
て
の
時
代
に
入

っ
て
年
俸
額
で
将
来
設
計
を
立
て
て

い
る
職
員
の
立
場
か
ら
す
る
と
年
間

所
得
で
国
を
上
回
る
の
な
ら
ば
仕
方

が
な
い
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
る

と
思
う
が
、
期
末
勤
勉
手
当
だ
け
0
．

91
％
上
回
り
、
基
本
給
や
各
種
手
当

財
源
措
置
を
す
る
。
そ
し
て
充
当
率

1
0
0
％
。
こ
う
い
う
こ
と
で
一
般

財
源
を
要
せ
ず
に
全
額
財
源
措
置
さ

れ
る
事
業
の
実
施
で
あ
り
ま
す
。
今

回
配
分
さ
れ
た
交
付
金
の
額
は
1
億

3
1
8
2
万
円
。
こ
の
財
源
を
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
の
町
単
独
分

に
充
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
　

鴛
泊
中
学
校
の
改
修
と
教
員
住
宅

建
設
事
業
に
対
す
る
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
の
決
定
が
内
示
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
国
庫
補
助
金
と
補
正
予

算
債
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

補
正
予
算
債
は
償
還
時
に
全
額
国
で

質　

疑

条
例
改
正



5

レ
の
改
修
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A 

教
育
委
員
会
次
長　

鬼
脇
地
区

の
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
教
育
長

も
本
年
度
で
着
工
目
標
年
度
を
定
め

た
い
と
議
会
の
方
に
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
今
改
築
を
見
越
し
た
計
画
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
着
工
年
度
を

見
越
し
な
が
ら
、
あ
る
程
度
短
い
期

間
で
あ
れ
ば
現
状
で
我
慢
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
父
母
会
の
方
に
も

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
㈱
利
尻
島
振
興
公
社
の
経
営
状
況

の
報
告

　

地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の
3
第

2
項
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
決
算

並
び
に
平
成
25
年
度
事
業
計
画
等
が

議
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

3
万
4
千
円
の
追
加
だ
が
、
来
年
度

以
降
残
り
部
分
の
改
修
を
す
る
の
か
。

A 

教
育
委
員
会
次
長　

今
年
は
1

年
生
が
27
人
入
学
し
ま
し
て
、
低
学

年
が
43
人
と
い
う
人
数
に
な
り
、
休

憩
時
間
で
は
ト
イ
レ
が
間
に
合
わ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
的

な
件
に
つ
い
て
は
、現
在
の
1
・
2
年

生
が
中
学
年
、
高
学
年
に
な
っ
て
行

き
ま
す
の
で
学
校
側
で
は
こ
う
い
う

状
況
を
見
越
し
な
が
ら
全
体
改
修
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た

ち
は
和
式
に
馴
染
み
が
薄
い
と
い
う

こ
と
で
、
急
遽
低
学
年
の
方
の
改
修

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
全
体
を
見
越

し
た
計
画
は
来
年
度
に
向
け
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

再
々
質
疑　

こ
の
問
題
は
鴛
小

だ
け
で
な
く
鬼
脇
地
区
の
学
校
に
も

発
生
し
て
い
る
と
思
う
が
、
利
小
と

鬼
中
の
統
合
関
係
が
あ
る
中
で
ト
イ

　

株
式
会
社　

雨
森
組

　
　

代
表
取
締
役　

浜
塚　
　

憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
鴛
泊
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

（
建
築
）
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

1
億
2
6
0
0
万
円

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方　

利
尻
郡
利
尻
富
士

町
鴛
泊
字
栄
町
95
番
地
3

報
　
　

告

工
事
請
負
契
約

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

39
億
6
2
4
5
万
2
千
円
と
す
る
。

Q 

藤
井
議
員　

教
育
費
の
鴛
泊
小

学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

子
ど
も
が
洋
式
ト
イ
レ
で
な
い
と
使

用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
全
国
的
な

話
し
に
な
っ
て
い
る
。
宗
谷
管
内
で

も
あ
る
学
校
の
人
が
費
用
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
自
分
た
ち
で
改
修
し
た

と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
今
回
の
補
正
額
は
鴛
小

の
ト
イ
レ
を
全
部
改
修
す
る
費
用
な

の
か
。
全
部
改
修
の
場
合
は
、
安
く

上
が
る
改
修
方
法
を
考
え
て
い
る
か

聞
き
た
い
。

A 

教
育
委
員
会
次
長　

管
内
の
学

校
で
公
務
補
が
ト
イ
レ
の
改
修
を
し

た
と
い
う
報
道
に
つ
い
て
は
、
公
務

補
が
水
道
関
係
だ
と
か
衛
生
設
備
の

修
理
が
で
き
る
経
験
と
知
識
を
持
っ

て
い
た
関
係
で
そ
う
い
う
対
応
を
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
鴛
泊
小
学
校

全
体
で
ト
イ
レ
が
12
箇
所
。
そ
の
内

5
箇
所
が
洋
式
に
な
っ
て
お
り
、
7

箇
所
が
洋
式
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
の
内
低
学
年
用
と
い
う
こ

と
で
の
要
求
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

全
体
を
改
修
し
た
場
合
の
費
用
は
2

7
0
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
今
年
の
夏
休
み
を

利
用
し
て
低
学
年
用
の
部
分
を
改
修

す
る
た
め
の
提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

再
質
疑　

全
体
改
修
で
2
7
0

万
円
を
要
し
、
今
回
の
補
正
で
1
1

質　

疑

〔
改
正
内
容
〕

　

平
成
25
年
12
月
に
支
給
す
る
町
長

等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
そ
の
額
に

1
0
0
分
の
0
．
91
を
乗
じ
て
得
た

額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

　

平
成
25
年
12
月
に
支
給
す
る
議
員

の
期
末
手
当
の
額
は
、
そ
の
額
に
1

0
0
分
の
0
．
91
を
乗
じ
て
得
た
額

に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
取
得
契
約

に
つ
い
て

取
得
金
額　

2
1
0
0
万
円

契
約
の
方
法　

随
意
契
約

契
約
の
相
手
方　

利
尻
郡
利
尻
富
士

町
鴛
泊
字
本
町
11
番
地

　

株
式
会
社
丸
善
ワ
タ
ナ
ベ

　
　

代
表
取
締
役　

渡
邊　

善
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
平
成
25
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
2
1
3
万
4
千
円
を
追
加

財
産
の
取
得
契
約

補
正
予
算

立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
生

活
環
境
、
生
活
水
準
を
落
と
し
た
く

な
い
と
い
う
の
は
当
然
で
す
が
、
そ

れ
が
職
員
だ
け
の
た
め
に
町
民
生
活

に
影
響
を
与
え
た
な
ら
ば
、
な
お
行

政
運
営
と
し
て
は
良
く
な
い
こ
と
だ

と
押
さ
え
て
い
ま
す
。
国
の
基
準
に

こ
れ
ま
で
も
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、

給
与
を
払
っ
て
い
る
一
般
職
の
職
員

は
1
5
2
人
で
す
。
0
．
91
％
減
額

し
た
場
合
の
金
額
的
は
9
2
万
2
千

円
。
1
人
平
均
で
す
と
6
0
6
8
円

と
い
う
数
字
が
出
て
お
り
ま
し
て
、

こ
の
金
額
が
職
員
に
相
当
迷
惑
を
か

け
る
か
、
或
い
は
地
域
経
済
に
マ
イ

ナ
ス
効
果
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ

う
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
条
例

を
提
案
し
て
お
り
、
減
額
に
つ
い
て

は
総
務
大
臣
か
ら
も
通
知
が
来
て
お

り
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
ご
理
解
願
い

ま
す
。

Q 

伊
藤
議
員　

確
認
の
意
味
で
尋

ね
る
が
、
平
成
25
年
度
の
み
の
措
置

と
い
う
で
、
こ
の
条
例
は
廃
棄
に
な

る
と
い
う
こ
と
か
。

A 

町
長　

平
成
25
年
12
月
に
支
給

す
る
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
と
い

う
こ
と
で
今
年
の
12
月
限
り
の
措
置

で
あ
り
ま
す
し
、
今
回
提
案
の
附
則

は
適
用
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
こ
の

条
文
が
残
っ
て
い
て
も
平
成
25
年
度

限
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

▽
利
尻
富
士
町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
1
回
定
例
会

　
　

7
月
第
1
回
会
議

【
7
月
23
日
】
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5月21日　総務民教産建常任委員会

　総務民教産建常任委員会は、所管事務調査として５
月21日に開催、平成24年度建設事業実施状況と平成
25年度建設事業等執行状況について調査しました。
　調査報告は次のとおりです。
１　平成24年度建設事業実施状況調査
　⑴バリアフリー対応旅客施設整備工事
　　特記事項なし
　⑵姫沼駐車場防護柵改修工事
　　特記事項なし
　⑶雄忠志内船揚場整備工事
　　特記事項なし
　⑷鬼脇公民館非常階段及び玄関前改修工事
　　工事の施工状況に特記すべき事項はないが、玄関
　　前改修工事はスロープ化を図り高齢者等に配慮さ
　　れている一方、公民館内部の段差、階段について
　　は利用者に優しい適切な対応を検討されたい。
　⑸鬼脇沼浦線改良工事
　　特記事項なし
　⑹道道拡幅工事に伴う港町地区工事進捗状況
　　事業主体が北海道であることから、担当課の状況
　　説明を受ける範囲とした。
２　平成25年度建設事業等執行状況調査
　　建設事業等の執行にあたっては、町内景気浮揚対
　策のためにも早期に執行されるよう配慮願いたい。

編　
集　
後　
記

編　
集　
後　
記

　

町
民
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

世
界
猛
暑
、
千
年
猛
暑
と
も
言
わ
れ
た
今
年
の

夏
。
道
内
で
は
今
夏
、
短
時
間
で
局
地
的
に
降

る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
が
多
発
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
利
尻
島
の
夏
の
風
物
詩
島
ま
つ
り
や
盆

踊
り
、
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
な
ど
は
、

過
疎
・
高
齢
化
が
進
行
中
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
束
の
間
で
も
微
笑
ま
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
行
わ
れ
た
夏
の
甲
子
園
大
会
。
荒

井
監
督
率
い
る
群
馬
県
の
前
橋
育
英
高
校
が
初

出
場
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。
監
督
が
「
野
球

で
評
価
さ
れ
る
の
は
野
球
の
時
だ
け
。
心
は
一

生
も
の
」
と
野
球
よ
り
も
生
活
態
度
を
厳
し
く

指
導
し
て
い
た
の
に
は
感
銘
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
日
本
の
象
徴
富
士

山
は
、
ご
来
光
を
拝
む
登
山
者
な
ど
で
溢
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

利
尻
島
の
「
顔
」
と
し
て
供
用
開
始
が
待
た

れ
る
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
い
よ
い
よ
姿
を

現
し
ま
し
た
。
わ
が
町
の
今
年
の
観
光
は
、
漁

業
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。
来
年
は
ど
う
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
今
議
論
さ
れ
て
い
る
消
費
増
税
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
景
気
浮
揚
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。

と
い
う
心
配
を
よ
そ
に
短
い
夏
も
暮
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

利
尻
富
士
町
議
会

　
　
　
　
　
　

広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
一
同

16日　鴛泊小学校運動会
　　　利尻山登山コース及び入山安全祈願祭
22日　㈱利尻島振興公社第14期株主総会
23日　鴛泊保育所運動会
25日　第１回定例会６月第1回会議
27日　北海道町村議会議員研修会
　　　　　　　（札幌市、正副議長外各議員・事務局）

３日　宮城県石巻市議会行政視察来庁
７日　消防団活性化事業
８日　愛媛県松山市議会行政視察来庁
９日　宮城県議会行政視察来庁
12日　北海道消防操法訓練大会出場に伴う壮行会
16日　愛媛県今治市議会行政視察来庁
19日　全国離島振興市町村議会議長会役員会
　　　第１回総会並びに離島振興に関する研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都、議長）
23日　第１回定例会７月第１回会議
25日　北のカナリアパークオープニングセレモニー
　　　　　　　　　　　　　　　　　（礼文町、議長）

20日　秋田県議会行政視察来庁
24日　利尻島一周ふれあいサイクリング交流会
27日　北海道消防操法大会終了に伴う報告会
28日　総務民教産建常任委員会
　〃　　広報・広聴常任委員会
31日　利尻島鬼脇会（札幌市、議長）

６日　議会運営委員会

９月　　第１回定例会９月会議
※議会の予定は変更になる場合があります。議会事務局に
　ご確認下さい。

　全国離島振興市町村議会議
長会総会において、同議長会
副会長である長岡議長が満場
一致で会長に選任されました。

長岡議長
会長に就任！

議 会 の 予 定

議 会 日 誌
6 月

7 月

8 月

9 月


